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１．はじめに
半母音音素／ｊ，ｗ／（２個）
母音音素／ｉ，１，ｅ，ａ，ｏ，ｕ／（６個）
柏音素／Ｑ，Ｎ／（２個）
これらの音素は，次のような柏構造を形成す
る（ただし，ｃは子音を，ｓは半母音を，そし
てｖは母音をそれぞれあらわす）。
／ｃｖ／，／ｃｓｖ／，／ｃＮ／，／Ｑ／こ
のうち，／ｃＮ／のｃの位置にはｈと,が立ち
得る。たとえば，／ｈＮｎｕ／［ｌｍｕ］〈昨日＞
／ｈＮｍｉ／［Ipmi］〈汲め＞（命令形),／，Ｎｎｕ
／［ｎｎｕＫ蓑＞，／，Ｎｍｉ／［ｍｍｉ］〈嶺＞の
ように。
２２音韻対応（phoneticlaw）
ここでは母音対応のみを示すに止めるが，西
原方言と国語（奈良朝中央語）の短母音とは，
次のような対応関係にある。
国語ｉｉ甲(…以外)ヒハ
西原ａｉＩｉ
ｕ（ｔ,ｓ,ｚ以外）ｅ甲ｅ乙ｏ甲ｏ乙
ＶＶ
ｕ ｌｕ
その対応語例はﾋﾞﾘi［のとおりである。
／ａ／と／ａ／の対応
／,aka／［ａｋａ］〈赤＞，／ｓａｒａ／［ｓａｒａ］
〈Ⅲ＞，／ｔａ，ａ／［ｔａ:］<田＞，／ｎａＮ／[na-
D］〈波＞，／ｈana／［ｈana］〈鼻＞
／ｉ甲／と／Ｉ／の対応
琉球方言の文法の研究は，他の音韻，語彙な
どに比べて遅れがちであるが，その中でも特に
助詞，助動詞の研究はかなり遅れている。俗に，
日本語は膠着語（agglutinativelanguage）と
呼ばれているが，それは助詞，助動詞の文中で
の働きに大きな特色が見られるからである。し
かしながら，その日本語に特徴的な助詞，助動
詞の研究は，前述のとおり琉球方言においては
遅れており，このことは日本語の性格を論究す
る上で問題を呈する。その意味では，琉球方言
の助詞，助動詞の研究は今後急を要する課題と
言えよう。
本稿は上の観点から，助詞，助動詞のうち，
まず助詞を選んで記述する。地点は筆者（昭和
25年生）の内省が可能な,人口約2000人の宮古
平良市字西原である。本稿が，今後の助詞の比
較研究に寄与できれば，幸いである。
2．音韻
助詞を記述する前に，まず西原方言の音韻に
ついて略述する。
２１音素体系（systemofphonem鯵）
西原方言では，次の26個の音素が認められる。
子音音素／ｈ，,，ｋ，９，ｔ，ｄ，ｃ，ｓ，
ｚ，ｒ，ｎ，ｆ，ｖ，ｐ，ｂ，ｍ
／（１６個）
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／，icI／［itsI］《息＞，／sacI／［ｓ§tsI］
〈岬＞，／kaci.／［ｋ§tsf］〈垣＞，／ｃＩｍｕ／
［ｔｓｉｉｍｕ］＜肝＞，／hazI／［hadzn〈足＞，
／fuzI／［fudzI］〈釘＞，／kuzY／［kudzI］
〈漕ぎ＞（連用形）
／ｉ乙／と／１Ｍ／ｉ／の対応
／Cir'1／［tsirz］〈霧＞，／fucI／［f9tsI］
＜茎＞，／clcir／［MtsI］〈月＞，／ｋｉ，ｉ／◎
[kix］〈木＞，／，uki，ｉ／［ukiZ］〈起きる>，
／slgif／［sifgi］〈杉＞，／hiSI／［ClsiI］
〈千る＞，／ｍｉ，ｉ／［mix］〈中身＞
／ｕ／と／ｕ／の対応
／，usI／［us(］〈牛＞，／fusl／［f9sn
〈櫛＞，／nu'i／［nui］<塗る＞，／funｉ／
［ｆuni］〈舟＞，／musY／［ｍｕｓｎ〈虫＞，
／，ｊｕ，ｕ／［〕uX］〈湯＞
／坤／と／ｉ／の対応
/kaki/[堰ki]<書け》(命令形),/
kugi／［kugi］〈漕げ＞（命令形)，／ｈｉｒａ／
［Cira］〈鰯＞，／ｍidu，Ｎ／［midum
〈女＞，
／ｅ乙／と／ｉ／の対応
／ｋｉ,i／［kix］<毛＞,/taki／［ｔ９ｋｉ］
〈竹＞，／ｋａｇｉ／［ｋａｇｎ〈影＞，／ｍｉ，ｉ／
[miz］〈目＞，／，ami／［ａｍｉ］〈雨＞
／ｏ甲／と／ｕ／の対応へ
／，uku，ｉ／［ukui］<送る＞，／ｈａｋｕ／
[h9ku］〈箱＞，／hatｕ／［h9tu］〈鳩＞，
/ｋａｄｕ／［ｋａｄｕ］〈角＞，／、ｕ，u／［nuz］
〈野＞，／ｃＩｍｕ／［ｔｓｌｍｕ］<肝＞
／６乙／と／ｕ／の対応
／，ukusir／［uk1Jsif］〈起こす＞，／suku
／［s9ku］〈底＞，／ｔｕｓｌ／［ｔ９ｓｎ〈年＞，
／，udurufu／［udurufu］《驚く＞，／ｍｕｎｕ
[ｍｕｎｕ］〈物＞
3．助詞
助詞とは，「一つの形態素（morpheme）を
構成し，形（ｆｏｒｍ）と機能（function)のみが
あり，しかもそれ自身は語形替変をせず，常に
自立語に附属して関係を示すのに用いられるも
の」をいう。助詞は，その機能によって幾つか
の種類に分類されるが，西原方言では格助詞，
接続助詞，係助詞，副助詞，および終助詞の五
種が認められる。ただし，この分類は便宜的な
ものであり，たとえば並立助詞は格助詞の中に，
また間投助詞は終助詞の中に含めてある。ちな
みに，準体助詞に相当するものは，今のところ
認められない。
さて，以下に五種類の各助詞の用法について
記述する（ただし，｛）は形態素を，′′は異
形態（allomorph）をあらわす）。
３１格助詞
３１１格助詞（ｇａ｝'９ａ′〈が＞
西原方言の格助詞ｇａは，いわゆる国語の格
助詞「が」に対応する。それは，人をあらわす
名詞および代名詞に付属して，主語をあらわす。
また，動詞に付属して，目的格を示すことがで
きる。
Ａ・名詞について主語をあらわす。
ァ．代名詞につく（注１）
（１）ｂａｇａ，ikadi〈ぼくが行こう＞
（２）Qvaga，ｉｋｉ〈君が行け＞
（３）ｋａ，iga，ｉｋｉｂａｄｕｍａｓＩ〈彼が行け
ばよい＞
（４）ｔａｒｕｇａｄｕ，ifｕ<誰が行く？＞
（５）ｎａｒａｇａｄｕ，ifuta，i〈自分が行った＞
（６），idigaduQvagaQfa〈どれが君の
子供？＞
（７）ｋｕ，ｉｇａｄｕｋａｃｌ<これが書く＞
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（８），u，ｉｇａｄｕｋａｃＹ〈それが書く＞
（９）ｋａ，ｉｇａｄｕｋａｃＩ〈あれが書く＞
イ．数詞につく（注２）
（１０）ｔａ，ukja'ａｇａｄｕ，ｊｕＷ〈－人が読
む＞
ウ．人を示す名詞につく（注３）
（１１）Ｗａｇａｄｕｆｕ,ｕ〈父が来る＞
（１２），Ｎｍａｇａｄｕｆｕ，ｕ〈母が来る＞
（１３）ｍａｃｌｇａｄｕｆｕ，ｕ〈マツ（人名）が来
る＞
（１４）ｓｉ'Nsi，ｉｇａｄｕｌＮｍｊａ，ｉ<先生がい
らっしゃる＞
Ｂ・連体修飾語をあらわす（注４）。
（１５）ｂａｇａ，ja'ａＮｔｕｍａｒｉ〈ぼくの家に
泊まれ＞
（１６）ｋｕ，iga，ja,ａ，Nturnari〈これの家
に泊まれ＞
（１７）futa'ａ，iga，ｊａ，ａ，Ｎｔｕｍａｒｉ〈二二人
の家に泊まれ＞
（１８）sju，uga，ｊａ，ａＮｔｕｍａｒｉ<祖父の
家に泊まれ＞
Ｏ動詞について動作の目的をあらわす。
（１９），ｉＮｎｕｍｉ，iga，icl〈海を見に行く＞
3．１２格助詞｛ｎｕ）′ｎＭ<の＞
格助詞、ｕは，国語の格助詞「の」に対応す
る。それは主に人をあらわす語以外の名詞に
付属して主語をあらわしたり，また連体修飾語
となる。
Ａ、名詞について主語をあらわす。
（２０）husinu，idi'ｉ〈星が出る＞
（２１），ａｍｍｕｆｕ，ｕ<雨が降る＞
（２２）kanama，ｍｕ，ｊａ'Ｎ〈頭が痛む＞
（２３）ｋｕ，inu，idi,Ｎ〈声が出ない＞
（２４）ｂｕｔｕｎｕｄｕｍｉ，i，Ｎ〈夫がいない＞
Ｂ数詞につく。
（２５）hitukaranudutumira，i，Ｎ〈－ぴ
きが探せない＞
（２６）futa，acinuduburi，ｉｎｊａ，ａ'Ｎ
〈二つが折れてしまった＞（鉛筆など）
Ｏ連体修飾語をあらわす。
（２７）ｋｉ，ｍｕｈａｎａ，Nka，ｉｎｕ,ｕ，ｉ〈木の上
に上がる＞
（２８），acanuM,ｉｍａｋｕ，ｕ〈明日の昼間来
い＞
（２９）kunusjukunukizIhi，i,jasifna，Ｎ
〈この位の傷では死なない＞
（３０）ｋｕｍａｎｕ，ｊａ，ａ，Nnatarunla，ｉ
ｍｉ，i，Ｎ〈ここの家には誰もいない＞
（３１），Mnuhitu'ｕｔｕｍｉｒｕ〈五人の人を
探せ＞
３１３格助詞｛ｋａｒａ｝′kara′〈から＞
格助詞ｋａｒａは，国語の格助詞「から」に対
応する。国語と同じく，「時間的空間的的出発
点・基点」などをあらわすが，国語にない用法
も見られる。
Ａ・時間的基点をあらわす。
（３２）hNnukaramaci'iTisugaku，ｕ，Ｎ
<昨日から待っているが，来ない＞
（３３）ｋｕ,NcYcikaradusikakita，ｉ<今
月から始まった＞
（３４）karja'akuzjukarami'ira，ｉＮ
〈彼は昨年から見えない＞
Ｂ・空間的基点をあらわす。
（３５），ucfna，akarafu，ｕ<沖繩から来る＞
（３６），Ｎｎａｍａｄｕ，ja，akara，idi，ｉＭｉ
<今，家から出て行った＞
（３７）ｍｉ'ikaradunadanruti，ｉ〈目か
ら涙が落ちる＞
Ｃ経由点をあらわす。
（３８）nusldu，umadukaraduMiri，ｉ
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Qta'ｉ〈泥棒は窓から入って来た＞
（３９）cju，ugaku，ｕ，idi，ｉｋｏ'okobkara
da，igaku，Nka，ｉｓｌｓｉｒ'Ｎ〈中学を出
て高校から大学へ進む＞
Ｄ、抽象的基点をあらわす。
（４０）ｄｕ，unuhuQti，ｉｕｍｕ，i'ｉ，u'ｉｋｕｔ－
ｕｋａｒａａＱｓＫ自分の為ようと思って
いる事からやれ＞
（４１）kukurukaraniga'i'ｉｕｒａｄｉ〈心か
ら願っていよう＞
Ｅ・理由・根拠をあらわす。
（４２）ｃｉｍｕ,ja'Ｎｋａｒａｄｕｄｕ'u，ｊａ，ja，Ｎ
〈気苦労から体は痛む＞
Ｆ・原料・材料をあらわす。
（４３）sakja，ａｍａ，ikaraducjufu，ｕ〈酒
は米から作る＞
次に示すＧ，Ｈの例は，国語（東京方言）と
は異なる用法である。
Ｇ・場所をあらわす（「を」または「で」に
置き換えられる）。
（４４）karja，ａ，Ｎｃｉｋａｒａｄｕｍａ，ari，ｉ
,uta，ｉ<彼は道から歩いていた＞
（道を歩いていた）
（４５），ja'akaracif，ＩＣＩ'Ｎｎａｎｊａ'a'Ｎ
〈家から着る着物はない＞（家で着る
着物はない》
Ｈ移動の手段をあらわす（「で」に置き換
えられる）。
（４６）basjakara，ikadi<馬車から行こう＞
（馬車で行こう）
3Ｌ４格助詞（NcIkja,ａ｝′'Nclkja，ａ～
cikja，ａ′<より＞
格助詞，Ncikja，ａは,国語の格助詞「より」
と比較される。ただし，それは形式上係助詞
，ｊａ〈は＞が触合しているから，正確には「よ
りは」と訳すぺきものである。，NcIkja，ａは，
名詞または名詞相当の語について｢比較の基準」
をあらわすが，動作の「出発点」や「基点」を
示さない点で国語と異なる。
なお，格助詞,Ncikja，ａは，語末が－，Ｎの
語ではcIkja，ａと変化する。
たとえば，それは次のように用いられる。
（４７）Qva，Ncikja'ａｂａｇａｄｕｇａｂａ，aka'ｉ
〈君よりぼくが大きい＞
（４８）kju'u，ｊａｈＮｎｕ，NcIkja，aakari，ｉｄｕ
，u，ｉ〈今日は昨日より晴れている＞
（４９），i'Ncirkja,ａｍａ，junuduclkana，ｉ
，jasika，ｉ〈犬より猫が飼いやすい＞
（５０）ｋａｆｕ'Ncikja，ａ，ｊｕｍｉ〈書くよりは
読め＞
3.1.5格助詞｛，Ｎ｝′，Ｎ′<に＞
格助詞，Ｎは，国語の格助詞「に」に対応す
る。その用法は，国語の用法とほとんど同じで
あるが，動詞の連用形について動作の目的を示
す場合，，Ｎのかわりに格助詞ｇａが用いられる
事は前記した。
Ａ、場所をあらわす（注５）。
（５１）ｂａｇａｍａ，i，Nquri〈ぼくの側にいる＞
（５２）kabi，ｉＷｎａ'a'ｊｕｋａｆｕ〈紙に名前を
書く＞
Ｂ・時・場合をあらわす。
（５３）ｋｊｕ，unu，jusarabiNku，ｕ〈今日の
夕方に来い＞
（５４）ｔａ，a，ibigaka，azir，Ｎｈｉｔｕｎｕｔａｒ－
ａ，a，Ｎ〈田植の度に人手が足りない＞
Ｃ、相手・対象をあらわす。
（５５），isjaWmisi'ibadumasl〈医者に
診せた方がよい＞
（５６）muslWsasa，i，ｉ〈虫に刺される＞
Ｄ、動作の目的をあらわす。
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（５７）ｚ''１，jukacif，Ｎｎａｎａ，uba，ｉ，asIba
dukicM'Nkaka，i，ｉ<字を書くに
はどうすればきれいに書ける？＞
この用法では，／Ｖ,，NnaV1／（Ｖは動詞）
の形で動作の強調をあらわすことができる。
（５８）ｚ''１，jukacI，ＮｎａｋａＭｉｔｉ'i，ｊｕ
，jamasl<字を書きには書いて手を痛
める＞
Ｅ・基準をあらわす。
（５９）nanukaN，iQka，ina，ａｓａｈｚＩ，asｉ
<一週間に一回ずつ掃除する＞
Ｆ、原因・根拠をあらわす。
（６０）Qvaga'ilkagi，Ｎｄｕｂａ１ａ，iQti，ｉ
，u，ｉ〈君のおかげでぼくは生きている＞
（６１）ｓｉ，Nsi，i，Nsapa，aha，ibeNkjo'０
ｈsＩ<先生に励まされて勉強する＞
３１．６格助詞（Nka，i｝′，Nka，i～ｋａ，ｉ′
〈へ＞
格助詞，Nka，iは，国語の格助詞「へ」に対
応するが，用法上格助詞「に」に相当する場合
もある。名詞について，「方向」，「到達点」，
「相手・対象」などをあらわすが,語末が－，Ｎ
の名詞の直後では，ｋａ，ｉとあらわれる。
Ａ・方向をあらわす（注６）。
（６２），Nsikaraha,i，Nka，ｉ，a,Ｍ〈北か
ら南へ歩く＞
（６３）mda'ikata，Nka'ｉ，juQci〈左の
方へ寄れ＞
Ｂ・到達点をあらわす。
（６４），uclna'a'Nka，ｉ，ifｕ〈沖繩へ行く＞
（６５）ｂａｇａｍａ'i，Nka'ｉ肋，ｕ<ぼくの側へ
来い＞
Ｏ相手・対象をあらわす。
（６６）kunusjumuQcjaQvaNka，ｉｆｉ，idi
〈この本は君へくれよう＞
（６７）ｎｕ，umaNka，ｉｎu'uri〈馬へ乗れ＞
3.1,7格助詞｛ｈｉ，i）′ｈｉ'Ｍ〈で＞
ｈｉ，iは国語の格助詞「で」と比較されるが，
それは「場所」を示さない点で国語とは相異す
る。西原方言では，「場所」をあらわす時は，Ｎ
〈に＞が用いられ，格助詞ｈｉ，iは次に示すよう
な場合に用いられる。
Ａ・手段・方法・道具，材料をあらわす。
（６８）basilhi'ｉ，Ｍ〈パスで行く＞
（６９）gaMagu，ihi，ｉ，jura，ｕ〈大声で呼ぶ＞
（７０）Qfacihi'ｉｈａ，i'jukadi'i〈鍬で畑を
耕す＞
（７１）ｍａ，iMisakju，ucjufu，ｕ〈米で酒
を作る＞
Ｂ・期限・限度・基準をあらわす（注７）。
（７２）fucIkahi，ｉ，iQsi，Ｎ，aga'ita，i
mununu，Nnama,atukahi，ｉ，ｉＱｓ－
ｉＮｎａ，ａｄｕ，aga，i〈二日で－銭上っ
た品物が，今は十日で－銭上がる＞
（７３）kumakaraQsarata，ａｈｊａ'ａｈａ－
，Nzika'Nhi，ｉ，ｉｃＩｄｕｓＹ《ここか
ら平良までは半時間では行く＞
（７４）ｋａ,igahari，ikarakju，uhi'ｉｔｕｋａ
ｄｕｎａ'i<彼が帰ってから今日で十日
なる＞
Ｃ・状態・態度をあらわす。
（７５）ｋａ，inu，aQsahi'imazlnmnunu
taci'ｉ，uta'ｉ〈こういう状態でＬ幽
霊が立っていた＞
（７６），unumamahi，ｉ，ikadi〈そのままで
行こう＞
Ｄ，原因・理由をあらわす。
（７７），Y，a，akanama，i，ｊａ,Nhi，ｉ，jaguma-
ri'ｉ,u'i〈父は頭痛で寝込んでいる＞
（７８），a，inuba，ahi，ｉＱｖａ，Nka，itanu，Ｎ
－１０９－
Hosei University Repository
Ａ、動作の目的・目標をあらわす。
（８７）nudu，ｕ，Nbahi，ihuka，ｕｍｉ，ｉ〈首
を伸ばして外を見る＞
（８８）ＧＩ，ＮｎｕｃＩ'１〈着物を着る＞
Ｂ・動作の行われる場所・時をあらわす。
（８９）Qfa,NQcju’ａｍｉＷ，Ｎｍｉ，ｉ，a，icI-
ta,ｉ〈暗い道を雨に濡れて歩いた＞
（９０）futatuQsuhataraki，ihitutuQsu
，asIbi'ikurasK二年を働いて，一
年を遊んで暮す＞
Ｃ・対象語格をあらわす。
（９１）ｍｉＱｚｊｕｎｕ，Nbusifmunu〈水を飲み
たい＞
（９２）Qfa，ｕｍｉ，ibusIka，Ｎ〈子供を見たい＞
格助詞｛Ｙｕ}は，付属する名詞の末尾音によ
って九つの異形態があらわれるが，それをルー
ル化すると次のとおりになる。
ｂａ，ａ〈そういう訳で君に頼むのだ＞
３１．８格助詞｛ｔｕ｝ハｕ′〈と＞
格助詞のｔｕは，国語の格助詞「と」に対応
する。それは名詞について，次のような機能を
示す。
Ａ、相手・共同者をあらわす。
（７９）ｂａ，ａ，ｕｍａＮｓｉ，Nsi，itu，izja'uta'ｉ
<ぼくはそこで，先生と会った＞
（８０）Qvatufuta'a'ihi'imucjadi<君と
二人で持とう＞
Ｂ・比較の基準をあらわす。
（８１）ｂａｇａ，jarabipada，aQvadutu，ja
ciga，i，ｉｄｕ，u'ｉ〈ぼくの幼年時代は，
君達とは違う＞
（８２）karja，ahitutu'ｕｋａ，ari，ｉｄｕｈ'ｉ
〈彼は人とは変っている＞
Ｃ・並列（並立助詞的用法）をあらわす。
（８３），i,Ｎｔｕｍａ，jutu'ucIkana'i'ｉ，u，ｉ
〈犬と猫とを飼っている＞
（８４）ｋｕ'ituka'itu'ｊａｋｕ，ｉｇａｄｕｍａｓｌ
〈これとあれとは，これがいい＞
なお，格助詞ｔｕは次の
（８５）氷が溶けて水となる。
（８６）君の御蔭としか思えない。
などの「転化する帰着点」および「動作・状態
の内容」を示す場合，使用されない。その場合
は，（８５）の文では格助詞'Ｎ<に＞が，（８６）
では後述の接続助詞ｔｉ，ｉ〈と＞が用いられる。
３．１．９格助詞｛Ｙｕ｝′，ｊｕ～'ｕ～ｃｊｕ～zju～
ｎｕ～ｓｕ～ｆｕ～ＶＭ'<を＞
格助詞の,ｊｕは，国語の格助詞「を」に対応
する。沖繩首里方言などでは，この「を格」は
用いられないが，宮古方言では盛んに用いられ
る。たとえば，格助詞'ｊｕは名詞について，次
のような機能を示す。
＞，jｕ
ｌａ
ｕ
’一一一
・１二日
ｕ
Ｖ
Ｖ
日川酎阿吋阿ロロⅣ作壗
一一一弐『『『『利瓠音
Ｃ
ｃ
ｃ
ｃ
ｃ
ｃ
ｃ
ｃ
ｃ
Ｃ
子
’
一一
＞’ｕ
ｕ
ｕ
ｕ
，
．口．呵釦、、、叩
ン
ア
ン
ン
ン
シ
シ
-ｃＷ ＋{Ｙｕ
Ｃ＝子音Ｖ＝母音ローゼロ記号
その具体例は．次のとおりである。
ｋａ'ａ，ｊｕ〈皮を＞，ｋｉ'i，ｊｕ<木を＞，
ka，u'ｊｕ〈線香を＞，，ｉＭｕ〈烏賊を＞，,ituh
<糸を＞，ｆｕＱｃｊｕ〈口を＞（←fuciK口＞＋
，ｊｕ〈を＞），ｓａＱｚｊｕ〈手拭を＞（←－saz，
<手拭＞＋，ｊｕ〈を＞），ｎ１ｕＱｓｕ〈虫を＞（←
ｍｕｓｌ<虫＞＋'ｊｕ〈を＞），ｔａ，ｕＱｆｕ<豆腐
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を＞（←ね，ufu〈豆腐＞＋，ｊｕ〈を＞），
sI，ＩＱｖｕ〈冬瓜を＞（←ｓ１，Ｗｕ〈冬瓜＞＋，ｊｕ
〈を＞），ｋａ，Ｎｎｕ<神を＞，ｔａｋｊｕＩＵ〈竹を＞
（←taki〈竹＞＋，ｊｕ〈を＞）
3２接続助詞
3.2.1接続助詞｛ｔｉ，i｝ハi，i′〈と＞
接続助詞ｔｉ，iは，国語の接続助詞「と」に対
応する。国語同様用言の終止形につき，「引用」
を示す（注８）。
（９３）narahi'ikacIti，ｉ，a'ita，ｉ〈「自分
で書く」といった＞
（９４）ｋｕｎｕｔｕ，u，i，jaQfakaNti'ｉｄｕ
，umu，ｕ〈このランプは暗いと思う＞
このｔｉ，iは，／Ｖ１Ｖ１ｔｉ'i／の形で動作の進
行をあらわすことができる。
（９５），Ｎｎａｍａｄｕ，ｊｕ，Ｎ，juNti，ｉ,u，ｉ
〈今，読み読みと（して）いる＞（今，
読んでいる）
（９６）ｔａ，ukja，aMikacIkacIti，ｉ，asｌ
〈一人で書き書きとする＞（一人で書
いている）
３２２接続助詞（tiga，ａＭｔｉｇａ，ａ′〈と＞
接続助詞tiga，ａは，国語の接続助詞「と」
と比較される。それは，用言の終止形について，
「仮定の順説条件」をあらわす。
（９７）tazIna，uhanasItiga'ａｎｕｕｍａａ
ｈｉＮｇｉ，ihata'i<手綱を放すと，馬
は逃げて行った＞
（９８）cirka'i'Nti,ｉ，a，itiga，ａｋｏ'Ｎdo，o
gaba，agu，ihi，ｉ，aihazImita'i〈｢聞
こえない」というと，今度は大声で言
い始めた＞
（９９），unudi，ＮｎａｎｉｈｏＷｎｕｄｉ，Nka'ｉ
ｎa，usltiga,ａ，isaki，ｊａ，iba<その
お金は日本のお金に直すと，いくらか
ね＞
3.2.3接続助詞｛ｂａ｝′ｂａ′〈ば＞
接続助詞ｂａは，国語の接続助詞「ぱ」に対
応する。接続助詞ｂａは，用言の未然形につい
て順接の仮定条件を，条件形について確定条件
をあらわす。
Ａ・仮定条件をあらわす。
（100）Qvaga，ikababa'Nma，ｉ，ikadi〈君
が行ったらぼくも行く＞
(101），atitakakarabaduka，a，Ｎ〈あま
り高かったら買わない＞
(102），icIbusikarabaha'amari，iki〈行
きたかったら早く行け＞
Ｂ確定条件をあらわす。
(103），Ｍａｍａ，ikibadumani'a'ｕ〈今行
けば間に合う＞
（104），a'Nci'ina'amarukariba,ikja，a,Ｎ
〈あんなに短ければ届かない＞
(105）ｋａ,igaku'ura，ibaku'udi〈彼が来
れたら来る＞
３．２４接続助詞｛ｇａＭｇａ′<が＞
接続助詞のｇａは,国語の接続助詞「が」に対
応し，それは用言について，「逆接の条件」，
「単純接続」などをあらわす。
なお，接続助詞ｇａは，たえず形式名詞ｓｕ
〈者＞に後接して用いられる。
Ａ、逆接をあらわす。
（106）suzja，ａ，imika，isuga，uQtu'ｕｇａ－
ｂａ，ａ〈兄は小さいが，弟は大きい＞
（107）ｍａ，i，ｊａｍｉ'ira，isugatibja'ａｍｆｉ－
ｒａ，i，Ｎ<前は見えるが，後は見えな
い＞
（108）darfi，u'isuga，juku，u，Ｎ<疲れて
いるが，休まない＞
Ｂ・単純接続をあらわす。
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〈絵を見ながら話を聞く＞
(118）ｓｉ，Nbu，Ｎｎｕ，ju，NQcja，a，Ｎｍｕｎ－
ｒｕｆａ，ｕ＜新聞を読みながら御飯を
食ぺる＞
のように。しかしながら，Ｑｃｊａ，a，Ｎは「相当
しない事態」をあらわすことができる点で，
gacInaと異なる。たとえば，前述の(115）の
文は
(119），ikaditi'ｉ，a，iQcja，a，Ｎｈｏ'Ｎto，o－
，ｊａ，ikaN〈「行く」と言いながら，
実際は行かない＞
となる。
3.3係助詞
３．３１係助詞｛ＹＡＭ,ｊａ～，ａ～，u～ｃｊａ～
ｚｊａ～、ａ～ｓａ～ｆａ～ｖａ′〈は＞
係助詞，ｊａは，国語の係助詞「は」に対応す
る。，ｊａは名詞に付属して，「主語｣や「主題」
などをあらわす。
Ａ・主語をあらわす。
(120）miduNna，a，ikjo'obikidu'Nna
dokjo，ｏ〈女は愛矯，男は度胸＞
(121）kurja，ａｍｉ,i，jamfi，Ｎ，a，jabacja
〈これは見たことのない蝶だ＞
(122）ｈana'FLkagimunu〈花は美しい＞
Ｂ・主題をあらわす。
(123）kju，u，jazja,ｕ，wa，acIcI，i，ｉ〈今
日は良い天気だれ＞
(124），acja，ａ，ju，uku，ｍｕｄｕ,a，i<明日は
ユークイ祭りがある＞
Ｃ，動作・作用の提示をあらわす（「ては」
の形）。
(125）kaki，i，jakakadana，u，ｉ，u，ｉ，asI
<書いては書かずにいたりする＞（書
いたり書かなかったりする）
（126）ｂａ，ａ，a,inusjumuQcjuba，ａ，jｕｍ－
(109）ｈＮｎｕ，ｕ，acikata，isugakju，uma，ｉ
ａｃ１ｍｕｎｕ〈昨日は暑かったが，今日，。。
（〕暑い＞
(110）kurja，amizirrasI’１，ｕ，ja，isuga
na'uti,inu，if，ｕ<これは珍しい魚だ
が，何という魚？＞
(111），ucIna，a，ｊａ，juka，amati，ｉ，a，isuga
ma，a'Ｍｉ，ｉ〈沖縄は遠いというが，
本当だ＞
3.2.5接続助詞｛gaclnaMgacIna′〈な
がら＞
接続助詞gacYnaは，国語の接続助詞「なが
ら」と比較される。動詞の連用形について,｢動
作・作用が平行して行われる事態」を示す。た
とえば，
(112）kacIgacina，ju，Ｎ〈書きながら読
む＞
(113）sakju'ｕｎｕ'Ngacina，a'agu，ｕ，a'ｉ
〈酒を飲みながら歌を歌う＞
(114）futa，a'i，jahanaslgacIna，a，iki，ｉ
ｆｕ，u〈二人は話しながら歩いて来る＞
のように用いられる。
ただし，ｇａｃｌｎａは
(115）「行く」と言いながら，実際は行かな
い。のように，「相当しない事態」をあらわす
表現では使用されない。
3.2.6接続助詞｛Qcja，a，Ｎ｝′Qcja，a'Ｎ′
〈ながら＞
前記のgaclna同様，接続助詞Qcja'a，Ｎは，
国語の接続助詞「ながら」と比較される。その
用法は，gacInaとほとんど同じである。たと
えば，
（116）kacIQcja，a，Ｎ，ju，Ｎ〈書きながら読
む＞
（117），i,i,ｊｕｍｉ，iQcja，a，ＮｈａｎａＱｓｕｃＩｆｕ
－１１２－
Hosei University Repository
ｉ，i，ｊａｍｉ，i，Ｎ<ぼくはそんな本は読
んではみない＞（ぼくはそんな本は読
んだことがない）
(127）Qti'ｊａｍｉ，ｉｍｉ'iti，ｉ，asＩ〈来ては見
たりする＞（来て見たりする）（注９）
ところで，形態素｛ＹＡ｝は形態音韻論的環境
によって，その形をかえることがある。その異
形態をルール化して示すと，次のとおりになる.
(128）ｋａ'ｉｇａ，jumi，ＮｎａＱｖａｄｕｚｊａ，ｕｋ
ａ'ｉ〈彼の嫁には君がよい＞
(129）ｋana，ika，ｉｓｕ，ｕｄｕｋａ，icjo'０，Ｎｋ－
ａ'ｉ，irabadi〈真面目な者を会長に選
ぼう＞
(130）ｂａ，ａ,ＭｄｕｓＩ<ぼくは行きぞす
る＞（ぼくは行く）
(131）ｔａｋａｆｕｄｕｎａ，ｉ〈高くぞなる＞（高
くなる）
(132）duruNQcjuba，ａ，jo，o，Nna'ａｄｕ
，a，icK泥道はゆっくりぞ歩く＞（泥
道はゆっくりと歩く）
なお，係助詞｛ｄｕ｝は，morphophonemic
formを変化させることはない。
3．３３係助詞（ｇａ｝′ｇａ′〈か＞
係助詞のｇａは，国語の係助詞「か」に対応
すると考えられる。それは，体言・体言に準ず
る語・副詞などがついて，「疑問」をあらわす。
沖繩本島方言などと違って，ｇａは連体形で結ぶ
のが普通である（注１０)。
(133）ｋａｍａ'Ntaci，ｉＭｍｕｎｕ，ｕｋｉ，ｉ－
ｇａ,ｊａ，uka，Ｎ〈あそこに立っている
のは木のようだ＞
(134）Qva，ａｃｊｕ，ukugakacimi,ｉ〈君は
強くつかまえる？＞
(135）ｔａ，ａｇａｇａｋａｆｕ〈誰が書く？＞
(136）karja'ａｔａｒｕｔｕｇａ,asibi，ｉ,u，ｉ
〈彼は誰と遊んでいる？＞
(137），Nzjata，ａｈｉｇａ,ifｕ〈どこまで行
く？＞
（138）ｈａ，ａｍａｒｉｔｕ，ｉｓｕｇａｇａｋａｃＩ<早
く取るのが勝ち？＞
３．３．４係助詞｛ｍａ，i｝′ｍａ，Ｍ<も＞
係助詞、a，iは,国語の係助詞「も」と比較さ
れる。ｍａ，iの用法は，国語の「も」と似ており，
＞，ｊａ
＞，ａ
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その例は，次のとおりである。
ｔａ，a，ｊａ〈田は＞，ｔｉ'i，ｊａ〈手は＞，ｋｕｈ，ｊａ
〈粉は＞，，ｉＭａ〈烏賊は＞，maku，ｕ〈幕は＞
，iQcja〈息は＞（←，Ｍ<息＞＋，ｊａ〈は＞)，
saQzja〈手拭は＞（←sazii〈手拭＞＋，ｊａ
〈は＞），，ｕＱｓａ<牛は＞（←，us（牛＞＋
,ｊａ〈は＞），ｔａ，ｕＱｆａ〈豆腐は＞（←い，ufu
〈豆腐＞＋'ｊａ〈は＞），ｓｌ，ｉＱｖａ〈冬瓜は＞
（←ｓＩ，Ivu〈冬瓜＞＋'ｊａ〈は＞），，ｉＮｎａ
〈犬は＞，sakja，ａ〈酒は＞（←saki〈酒＞＋
，ｊａ〈は＞）
３．３．２係助詞｛ｄｕＭ'ｄｕ′くぞ＞
係助詞ｄｕは，国語の係助詞「ぞ」に対応す
る。国語と同じように，「係り結びの法則」を
有し，名詞，動詞，副詞などについて，「強調」
の意味をあらわすところに特徴がある。
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体言・体言に準ずる語・副詞などに付属して，
「提示」や「強調」をあらわす。
Ａ・提示をあらわす。
(139），ｊａｍａｍａ，imfira，i,ｉ，i，Ｎｍａ，ｉ
ｍｉ，ira，ｉｄｕｓＩ《山も見えるし海も
見える＞
（140）ｈＮｎｕｍａ，ｉｋｊｕ，ｕｍａ，ｉ，acIka'Ｎ
〈昨日も今日も暑い＞
（141）kuraslma，ｉ,iQcjasIma，ｉＱｖａ－
ｇａｋａＱｔＫ殺すも生かすも君の勝手
だ＞
（142）ｈａ，afuma,ｉｃｊｕ１ｕｋｕｍａ，ｉｔｉＱｖａＮ
<早くも強くも投げない＞
Ｂ・強調をあらわす。
（143）ｓＩ，ＩＱｓａｓｕ，u，NcYkja'ａｍａ，ｉｔａ－
ｋａｋａ，Ｎ〈肉は野菜よりも高い＞
（144）kanumidu'Ｎｎａ，atima，ｉｋａｇｉｒ
ａ'Ｎ〈あの女は余りにも美しい＞
（145）kunusukugamima，ｉｄｕｋａｄｉｎｕ
ｆｕｃＩ〈これほどまでも（強い）風が
吹<のか＞
なお，ｍａ,iは国語の何に対応する形式である
のか，今のところ明らかではない（注、）。
３．３５係助詞（cju，ＮＭｃｊｕ，Ｎ′〈さえ＞
係助詞cju,Ｎは，国語の係助詞「さえ」と比
較して考えられる。すなわち，cju，Ｎは体言や
体言に準ずる語などについて，「強調・例示」，
「条件」を示す。
Ａ、強調・例示をあらわす。
（146），u'janu，a，ｉｋｕｔｕｃｊｕ，NcIka，Ｎ
〈親のいうことさえ聞かない＞
（147）ｄｕ，ugana，a，ｊｕｋａｃｌｃｊｕＷｈｕ，Ｎ
〈自分の名前を書きさえ為ない＞
（148），NnamagamicjuNku，ｕ，Nmunuu
karja，ａ,Ｎｍｊａｋｕ，u，Ｎ〈今までさ
え来ないのに彼はもう来ない＞
(149），atibidafucju,Ｎｎｊａ'adaka，ａ
ｚｊａ，ubuWsuga〈あまり低くさえ
なければよいが＞
Ｂ，条件をあらわす（「～さえ～ぱ」の形)。
(150）ｍａｄｕｃｊｕ，Ｎ，a，itiga，ａ，asu，ｕｇａ
Ｗｍｊａｃｉ〈暇さえあれば，遊びにい
らっしゃい＞，
(151）ｄｉ，ＮｃｊｕＮｍｕｃｉ'ｉ，u'itiga，ａ
ｎａ，ｕ，ｊａｒａ'Ｎｋａ'a，itａ，ｉｍｕｎｕｔｌ
〈お金さえ持っていれば，何でも買え
たものを＞
(152）clmunucjuNkagikatiga，ａｔａｒｕ
，jaraNzja，ubu,Ｎ〈心さえ美しけ
れば，誰でもよい＞
3.4副助詞
３．４１副助詞｛baka，a，iMbaka'a，i′〈ば
かり＞
副助詞baka，a，iは，国語の副助詞「ばかり」
に対応する。その用法は，次に示すとおり，体
言および用言に付属して，「程度」，「限定」，
「状態」などを示す。
Ａ・数量を示す語について，程度をあらわす。
(153），unukupi,Ｎｎｕｈａ，NbuWbaka，a，ｉ
ｍＱｚｊｕ，iriru〈その瓶の半分ばか
り水を入れろ＞
(154）Qfa，amicja'a，ibaka'a'ｉｎａｓｉｂｕ－
ｓ１ｍｕｎｕ〈子供は三人ばかり産みた
い＞
Ｂ・いろいろの語につき，範囲の限定をあら
わす。
(155），unusjumucINkaka，i'ｉ，u，ｉ
ｍｕｎｕｕｕｃｌｎａａｎｕ，Ｎ'ＮｎａｇａＤ，･･，
，umu,i，ｉ，u,ikutubaka，a，ｉｄｕ'ｊａ，ｉ
〈その本に書かれているものは，沖縄
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の皆が考えていることばかりである＞
(156）ｚ''１，jukaka'Nbaka，a'i,ｊａ，ara'Ｎ
，ju，Ｎｍａ，ｉｈｕＮ〈字を書かないばか
りか，読みも為ない＞
Ｃ・動作の状態をあらわす。
（157）ｓａ，uzIma，ｉ，u'wari'ｉ，atu，ｕｓｅ，N
takubaka，ａ，i,Ｎｄｕｎａｒｌｌｕｌ。，□，，。
〈掃除も終って，後は洗濯ばかりとな
っている＞
（158）ｋａ，uta，ibaka，a，ｉｎｕｋｕｒｕｍａｕｎｕｓ－
ｕｍａ，ｉｎｊａ，a，Ｎ<買ったばかりの車
を盗まれてしまった＞
3.4.2副助詞｛ｇａｍｉ｝′ｇａｍｉ′くまで＞
副助詞ｇａｍｉは，国語の副助詞「まで」と比
較される。ｇａｍｉは，体言およびそれに準ずる
語，副詞について，「動作・作用のおよぶ範囲，
限度程度」などを示す。
(159）sju，ikaranahagami，a，Ｍ〈首里
から那覇まで歩く＞
（160）Qvagamima，ibanu'ｕ，usa'i，i
nuga<君までもぼくをいじめるのか＞
(161）kunusukuna'agamiNmifutiga，ａ
Ｎｍｊａｈｕ'ＮｈａｚＩ<これ程まで叱っ
たら，もう為ない筈だ＞
(162）ｂａ，ａｋａ'ｉｇａｋｕｍ，jata，ａ，azaga-
miQsi'ｉｄｕ'u，ｉ〈ぼくは彼女のこ
となら痔まで知っている＞
3.4.3副助詞｛ta，ahi｝ハa，ahi′〈まで＞
副助詞ｔａ，ahiは，ｇａｍｉと同じく、国語の副
助詞「まで」と比較して考えられる。しかし，
ｔａ，ahiの用法はｇａｍｉに比べて狭く，それは主
に「時間・場所の範囲，限度，程度」を示す。
副助詞のｔａ'ahiは，普追「～から～まで」の形
で用いられる。
(163）sItumutikara，junakata，ahihat-
aracl〈朝から夜まで働く＞
（164）gozita'ahiku，udaka'ａ，Ｎｍｊａ
ｋｕ,u'Ｎ〈五時まで来ないと，もう来
ない＞
(165），ja'akaragaQko，Ｏｔａ，ahi，a,icI
〈家から学校まで歩く＞
(166）kupiNnufuclta'ahimiQzju，ｉｒ－
ｉｒｕ〈瓶のロまで水を入れろ＞
上記の例でもわかるとおり，ｔａ，ahiは時間
と場所をあらわす場合に限ってのみ用いられる
から，従って，前記の（160）～（162）の文で
は使用されない。
３．４４副助詞｛ｋｊａ｝′ｋｊａ′くまで＞
ｇａｍｉやｔａ，ahi同様，副助詞ｋｊａは国語の
副助詞「まで」と比較される。ただし，前者の
二語は体言やそれに準ずる語などにつくのに対
し，後者は用言につく点に相異がある。副助詞
kjaは，活用語の連体形を受けて，「時間的・
空間的限度・程度」をあらわす。
(167）bagamasaga，Nkacifkjamaci〈ぼ
くがちゃんと書くまで侍て＞
(168）kanja，ａ，acika，ikja，Ｎｄｕ，ucl〈鉄
は熱いまでにぞ打つ＞（鉄は熱いうち
に打つ）
(169）’１，unuQcja，ikjasIna，ahi，ｉｂｉｚ－
ｉ，ｉ,urK魚が釣れるまで黙って座っ
ている＞
(170），izati，inutukja，NnasInasIkja
dara<いざという時は殺すまでだ＞
３．４５副助詞｛tja，ａＮ｝′tja'a，Ｎ~tja，ana
′<だけ＞
副助詞のｔｊａ，a,Ｎは，国語の副助詞「だけ」
と比較される。ｔｊａ，a，Ｎの用法は，体言，用言，
副詞などを受けて，「範囲をそれに限定する」
ことをあらわす点に特色がある。
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(171）gaQkobtja，a，Ｎｎｕｄｕｓｌ，Nnu
nara'asitukuma，ａ，araN〈学校
だけが勉強を教える所ではない＞
（172）futa1a，itja，anahi，ｉｈａｎａＱｓｕｈｕｄｉ
〈二人だけで話を為よう＞
（173），atuhna，a，jukacItja，a，Nhi，ｉ
ｚｊａ'ubuN〈後は名前を書くだけで
よい＞
(174）ｍidu，Ｎｎａ，aharagika,itja'a，Ｎｄｕ
ｍａＱｓａ，ara，Ｎ〈女は美しいだけが
能ではない＞
(175），a，itja'ａ'Ｎ，a,itiga，ａｚｊａ，ubuW
〈そうだけ言ったらよい＞
3.4.6副助詞｛daki）′ｄａｋＭ〈だけ＞
副助詞dakiは，国語の副助詞「だけ」に対
応する。前述の副助詞｛tja，ａＮ｝と同じく，体
言，用言，副詞のいずれにも接続するが，機能
的に「限度を画する形で程度を示す」ことをあ
らわす点が｛tja，ａＮ）と異なる。たとえば，副
助詞dakiは，次のように用いられる。
(176）Qvadaki，jaraNku,ｕ〈君だけで
も来い＞
(177）ｄｉＮｎｕｍａ，ukitiga，ａｍａ，uki，idaki
cimu，ｕｂａ,ifuna'ｉ〈お金を儲けれ
ば儲けるだけ，心が悪くなる＞
(178）nidaNnutakaka，idaki，u，idaki
ka，uhitu'ｕｍｉ,i，Ｎｆｕｎａ，ｉ〈値段
が高いだけそれだけ買う人がいなくな
る＞
（179）ｋａ，ｉｇｊｕ,umucIdakinukutu，ｕ,ａｔ－
ａＮ〈会議を持つだけのことはあっ
た＞
(180），urja,ａ，Ｎ，Nna，Nka，iQsasIgam-
atanukutudaki,Nmasaga，Ｎ'a，Y，ｉ
,icikasi<それは皆に知らせるべき事
だけに，正確に言って閏かせ＞
３５終助詞
3.5.1終助詞｛，i，i｝′，i，ｉ′<ね＞
終助詞，i，iは，体言や用言について，国語の
終助詞「ね」とほぼ同じように，「詠嘆｣，「質
問」などの機能を有する。
Ａ、軽い詠嘆の気持をあらわす。
(181）zja，ｕｃ１，Ｎ,i，ihiQcjamisiru〈い
い着物ね，ちょっと見せて＞
（182），aga，ｉ,Ｎｍｊａ，jagumikagi，ja，a－
，i，ｉ〈おお，大変素晴しい家ね＞
Ｂ、軽い主張をあらわす。
（183）ｂａ，ａ，ucIna，a，jazja，utukunati,ｉ
ｕｍｕ'u，i'ｉ〈ぼくは沖繩はいい所だと
思うね＞
（184），urju，ucircYta，ｉｔｕｋｊａ，ａｂａ，a
naki，ｉｄｕ，i，ｉ〈それを聞いた時は
ぼくは泣いたね＞
Ｃ同意を求めることをあらわす。
（185）ｍｕ'ituduQtaka，ita'icja，i，Ｋずい
ぶん殴られたようだれ＞
（186）ｍａ，a，Ｍｉ'ｉ，Nmjaci，i,ｉ〈本当にい
らっしゃいね＞
Ｄ、質問をあらわす。
（187）kunukabi，i，Ｎｎａｎａ，uti，ｉｄｕｋａｒ
ａ，i'ｉ，u，iga，i，ｉ〈この紙には何と書
いてあるのかね＞
（188）Qvaga，ja，a，jaWzjaga，i，i〈君の家
はどこかね＞
３５．２終助詞｛，ira｝′,ira′<ね＞
終助詞，iraも国語の終助詞「ね」と比較され
るが，，iraは用言にのみ接続する点に特色があ
る。終助詞，iraの機能は，「同意を求める」こ
とをあらわす点である。
（189）kju，u，jaQvaga，iki,ira〈今日は君
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が行けね＞
(190）nju'uka，ibaNmjaharadi，ira〈遅
いので，もう帰ろうね＞
(191）munu，ｕｈａ，asａｆａ，i，ｉ，Nmjahi
gaMakari'ira〈ご飯をたくさん食
べてもっと大きかれね＞（ご飯をたく
さん食べてもっと大きくなりなさいね）
(192）Ｚｒ，Ynukaka，ｉｓｉ，itu，NkakasIm-
iru，ira<字の書ける生徒に書かせな
さいね＞
3.5.3終助詞｛ｄｏ，o｝′ｄｏ，o′くぞ＞
終助詞のｄｏ，oは,いわゆる国語の終助詞｢ぞ」
と比較される。それは，体言や活用語の終止形
について，「話の内容について念を押し主張す
る」ことを示す。たとえば，
(193）ｈａ，ikarja，ａｋａｍａｄｏｂ〈おい，あ
れはカマ（人名）だぞ＞
(194）Qvagakakadaka，ａｋａ，ｉｇａｋａｃＩ－
，Ｎｄｏｂ〈君が書かなければ，彼が書
くぞ＞
(195）．hNnu'Ncikja'ａｋｊｕ,u，jasIda，as-
Ika'Ｎdo，ｏ〈昨日より今日は涼しい
ぞ＞
(196）cikoku，ｕ，asItiga，ａｎａ'a，ｊｕ，jur-
aba，i'Ｎｄｏｂ〈遅刻をしたら名前を
呼ばれるぞ＞
(197）maki，inawa，idob〈負けるな，しっ
かりだぞ＞（負けるな，頑張れ）
のように用いられる。
3.5.4終助詞｛ｓＡ｝′ｓａ～ｓａｈ′〈よ＞
終助詞ｓａは，体言や用言を受けて，「断定
または言い聞かせる気持で念を押す」ことをあ
らわす。国語でいえば，終助詞の「よ」に近い
といえる。
(198），u，jakarja，akanisa<ほら，彼は
カニ（人名）よ＞
（199）sIna，ahi'ｉ,u，itiga，ａ，u，ｊａｎａｒａ
ｈｉ，ｉ，ａＱｓａ〈黙っていたら，ほら，
自分で為るよ＞
(200）kanuhana'ａ，akaka，isａ〈あの花は
赤いよ＞
(201），unuki'i，ｊａｍｕ，uMisa〈その木は
燃やせるよ＞
形態素｛ｓＡ｝にはｓａとｓａ，ａの＝つの異形態
が現れるが，そのうち後者は「断定または言い
聞かせる気持で念を押す」意味が多少和らぐ傾
向がある。
(202）ａ，inukutuh，Nna，agja，ａ，imika'ｉ－
ｂａｈｉｒａ，i，Nsa'ａ〈そんな事はまだ小
さいからできないよ＞
(203）Qva，ｕｄｕ，jurabfi’U，isa'ａ〈君を
呼んでいるよ＞
３５．５終助詞｛ｇａ｝'９ａ′<か＞
終助詞ｇａは，名詞または活用語の終止形に
ついて，「疑問・質問」，「反ばく」をあらわ
す。それは，国語の終助詞「か」に対応する。
Ａ・疑問・質問をあらわす。
(204）Qva，ataruga<君は誰か＞
(205）Qvaga，ja'a，ｊａ，Nzjaga〈君の家は
どこか＞
(206）ｋｕ，ituka'itu'ｊａ，idiga，akaka,iga
<これとあれとはどれが赤いか＞
(207）ｋｕｎｕｋｉ，i，ｊａｔａｒｕｇａｄｕ，ibita,iga
〈この木は誰が植えたか＞
(208）karja，ａ，Ｎｚｊａ，Nka，ｉ，Ｍｇａ〈彼は
どこへ行くか＞
Ｂ、反ばくをあらわす。
（209），a，inu，janabitu，ubagabututi，ｉ
，a'１，a，idigahuriginari,ｉ〈あんな
悪い人を私の夫といえようか，ばから
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ｃｊａは，体言や活用語の終止形に付属し,「他
人の話を紹介する」ことをあらわす。それは，
国語の終助詞「ってさ」と比較して考えられる。
（220）ｋａ，ｉｇａｓｊｕＭｕ，isjacja〈彼の職は
医者ってさ＞
(221）ｋｕｎｕｃＩＷｎａＱｖａ，Ｎｄｕｎｉ'a，ucja
〈この着物は君に似合うってさ＞
(222）ｋａ，igadu，u，jacju，umunucja〈彼
の体は強ってさ＞
(223）hazinu，jami'ｉ,u'iba，a，ika'i'Ｎｃｊａ
〈足が痛むから歩けないってさ＞
(224）ｎａ'adu,ｕ，atukara1job'Nna'acja
〈自分達は後からゆっくりってさ＞
（自分達は後からゆっくり来るってさ＞
3.5.9終助詞｛diMdi′くう＞
ｄｉは，活用語の未然形に接続して，話し手の
「意志」，「勧誘」，「反ばく」をあらわす。
Ａ・意志をあらわす。
（225）Qvagakakadaka，abagakakadi
〈君が書かなかったらぼくが書こう＞
（226）ｂａｇａ，ika'idaka，ａ，uQtu'ｕｉｋａｓＩ－
ｍｉｄｉ〈ぼくが行けなかったら弟を行
かせよう＞
Ｂ、勧誘をあらわす。
（227）zjo，ｏｈｉｔｕｍｉ，u，ugadi〈さあ，一緒
に泳ごう＞
（228），umuQsikutu，ｕｈｉ，ｉ,asIbadi〈お
もしろい事をして遊ぼう＞
Ｃ・反ばくをあらわす。
（229）,a，ｕｍｉｋａ，igatabaradi＜臆病な彼
が喧嘩しようか＞
（230）banu，NcIkja，ａｋａ'igatakakaradi
〈ぼくより彼が高くあろうか＞
３５．１０終助詞｛ha，ｉＭｈａ，i′〈よ＞
終助詞のｈａ，iは，活用語の命令形について，
しい＞
（210），a，inukututu，Nnucirtuka，ira,ｉ－
ｄｉｇａ〈あんな事と命とかえられるか＞
3.5.6終助詞（ｎａＭｎａ′〈か＞
終助詞ｎａは，国語の終助詞「か」と比較さ
れ，それは名詞や活用語の終止形に付属して
「疑問・質問」をあらわすが,前掲のｇａとは違
って「反ばく」を示すことはない。
終助詞ｎａの用例を示すと,次のとおりである。
（211），Ｍａｍａ，Nmarita，ｉＱｆａ，ａｍｉｄｕ－
ｍｎａ〈今生れた子供は女か＞
（212）kamakarafu，uhitu，ukamaduna
〈あそこから来る人はカマド（人名）
か＞
（213）Qvanla，ｉｈｉｔｕｍｉ，ikadina〈君も一
緒に行くか＞
（214）sakitu，aQvatu，ｊａｓａｋｍｕｄｕｔａ－
ｋａｋａ，inａ〈酒と油とは酒が高いか＞
（215）Qva'ａ，jamatu'ｕｍｉ，ibusIMNna
〈君は日本本土を見たいか＞
３．５．７終助詞｛ｎａＭｎａ′〈な＞
終助詞ｎａは，国語の禁止をあらわす終助詞
「な」に対応する。国語と同じく，動詞の終止
形について，「禁止」の意味をあらわす。
（216），a,inuQsjanazI'､､'ikacirna〈そ
んなきたない字で書くな＞
（217）ｋｕｍａｎｕ，i，Nnafukaka，ｉｂａＭ１ｚ－
ｉｎａ〈ここの海は深いから泳ぐな＞
（218），NmjaQfaka，ibaQfa，ｕＭａ，ida-
sirmi，inａくもう暗いから子供は（外
に）出させるな＞
（219），janakum，ｕｈｉ，ｉｎa，a，jakaka，ｉ－
，inａ〈悪い事をして名前を書かれる
な＞
３．５．８終助詞｛ｃｊａＭｃｊａ′くって＞
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「強調」の意味をあらわす。ｈａ，iの用法は，国
語の終助詞「よ」に近い。
(231）Ｍａｍａｒｉ，ja'a，Nka，ihariha，i<早
く家に帰れよ＞
(232）ｍｕｍ，ｕ，ippa，ｉｆa'i，itakakariha，ｉ
<ご飯をたくさん食べて高くなれよ＞
(233），a，inusikama,ugja，ａ'jarabi，Ｎ
，asImiruha，ｉ〈そんな仕事は子供に
させるよ＞
(234）ｄｕ'uga，u，ja'NnacIka'a，iruha，ｉ
〈自分の親には使われるよ＞
3.5.11終助詞｛，joloM,jo，o′くよ＞
，jobは,体言や活用語の終止形，命令形など
を受けて，「強調」の意味をあらわす。それは
前掲の終助詞ｈａ，iより用法が広く，いわゆる国
語の終助詞「よ」と対応すふ
(235），Nmjakllzi，ｊｏ，oくもう九時よ＞
(236）kurja'ａｂａ'asjumucI'ｊｏｂ〈これ
はぼくの本よ＞
(237）Qsu，i'ｊｕｎｕｍｉ，ｉｍＱｖｉ'ｉ，uri，joo
〈薬を飲んで寝ているよ＞
(238），jasida'imunu，ｕｄｕｋａ，u，jo'０〈安
い品物を買うよ＞
（239）ｂａ'ａｓｌｇｕ,ikadijob<ぼくはすぐ
行くよ＞
(240）kabitu，i，jugja'ａｋａ，ｉｄｕｃｊｕｆｕ，ｕ－
ｔａ，i，job<凧はこのように作ったよ＞
(241）kju，u，ｊａｓｕｕｎｕｄｕ，jasika，ijo，ｏ
〈今日は野菜が安いよ＞
(242）suzja，NmiQzjuhNmasirmiru，jo'０
<兄さんに水を汲ませるよ＞
3.5.12終助詞｛ｂａ｝′ｂａ′<たら＞
ｂａは動詞，助動詞の命令形について，「動
作を促がす」ことをあらわす。
(243）nsrahi，ｉ，aQsuba〈自分でやった
ら＞
(244）gaba，afuna'itiga'ａｓｆＮｓｉ，i'N
nariba〈大きくなったら先生になっ
たら＞
(245），jarabi'Ｎｍｉ，Ｎｈａ，i'jukadisimi-
ruba〈子供達に畑を耕させたら＞
(246）katamuQsumuma，iruba〈肩を操ま
れたら＞
3.5.13終助詞｛ｂａ，a，ｉＭｂａ，a，ｉ′〈たいも
のだ＞
ｂａ,a，iは，国語の終助詞「ばや」に対応する
と考えられるが，活用語の未然形について「話
し手の希望」をあらわす。
(247）Qfa,ｕ，ikasI，NcIkjahbaga，ｉｋ－
ａＭａ，ｉ〈子供を行かせるよりはぼく
が行きたいものだ＞
(248）karja，ａ,isjaNnaraba，a，ｉ〈彼は
医者になったらよし､ものだ＞
(249），uQtu，Nkakasirmiba，a，i〈弟に書か
せたらよし､ものだ＞
(250），NmiahiQcjatakinutakakara-
Ma，ｉ〈もう少し背が高かったらよ
し､ものだ＞
3.5.14終助詞｛'ja，ａＭ，ｊａ，ａ′〈かな＞
終助詞の，ｊａ，ａは,体言や活用語の終止形およ
びその他について，「疑問の気持」をあらわす。
(251）ｋａ，iga，jurabi，ｉ，u'ihitu'ｕｂａＮ－
，ｊａ，ａ<彼が呼んでいる人はぼくかな＞
(252），Ｎｍｊａ，icizi'ｊａ，ａくもう－時かな＞
(253）ｋａｎｕｔｕ，i，jahatu，ja，ａ〈あの鳥は
鳩かな＞
(254）ｋｊｕ，u'ｊａｍａｃｉｇａｄｕｆｕ'u，ja，ａ<今
日はマツ（人名）が来るかな＞
(255）ｈＮｎｕ，NcIkja，ａｋｊｕ，ｕｄｕ,ａｃｉｋａ－
，i'ｊａ，ａ〈昨日より今日が暑いかな＞
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(256） 〈姪・甥＞，midu，Ｎ〈女＞などの名詞では，
格助詞、〈の＞を用いる。
，ｕＱｔｕｎｕｄｕ，asＩ〈弟が為る＞
ｍｊｕ，u，ｍｕ，Nmari'ｉ〈姪が生れる＞
ｍｉｄｕＷｎｕｄｕｍａｓｌ〈女がよい＞
(4)ただし，注(1)～(3)で述ぺたように，格助詞
ｎｕ〈の＞で主語をあらわす名詞では，連体修
飾語を示す場合でも、ｕ〈の＞が用いられる。
，uQtunucI，Ｎｎｕｋａ，ｉ〈弟の着物を借り
る＞
,Nzjanu,ｊａ，a，Ｎｄｕ，u，iga〈どこの家に
いるか＞
(5)同じ場所をあらわす場合でも，「動作・作
用の到達する地点」を示す時は，Ｎ〈に＞を
用いる。
funja，ａｍｉａ'akukara，ucIna，a，Nkali
cYcIta'ｉ〈船は宮古から沖繩へ（に）着
いた＞
(6)中松（1973,49ページ）の首里方言の例で
は，？agarimutiinaka，ｉ？ａＮ東（上り）
の方にある＞のように，naka，i〈へ＞の直後
に？ａＮ〈有る＞が立ち得るが，西原方言では
，Nka，i〈へ＞の直後に，a，ｉ〈有る＞，,u，ｉ
〈居る＞の動詞は立つことがない。
(7)国語では，「現在では」，「今日では」の
ように，「動作の行われる時期」をあらわす
場合は格助詞「で」が用いられるが，西原方
言ではそのような用法はない。
(8)この接続助詞ｔｉ，i〈と＞は，八丈島方言の
ｋｅ，erogoNteWu'ｕ（「帰りましょう」と
言う＞
のｔｅ〈と＞と対応するであろう。
(9)ただし，西原方言のkaki，i，jａ《書いて
は＞，，jumi，i,ｊａ<読んでは＞などのkaki，i，
，jumi'iが，はたして接続助詞の「て」を含
banu，Nnahjakute，Ｎｎａｔｕｒａ，i，Ｎ－
，ja，ａ〈ぼくには百点は取れないか
な＞
4．おわりに
以上，これまで宮古西原方言の助詞について，
各種類別に記述した。しかし，これですべての
助詞が完壁に記述された訳ではない。できるだ
け多くの助詞を網羅するように努めたものの，
中にはいくつかの助詞が漏れたであろう。今後
はこのような助詞も含め，また機能の面でも意
味論（semantics）的研究により，さらに厳密
な研究を必要とする。そして，同様に他の宮古
諸方言の助詞についても記述研究し，ひいては
宮古方言全体の助詞の比較研究を行うことが望
まれる。そのような研究により，膠着性を有す
る日本語の性格も一段と明らかになるものと信
じるからである。
注
(1)同じ代名詞でも，西原方言では，場所をあ
らわす代名詞には格助詞の、ｕ〈の＞が用い
られる。
ｋｕｍａｎｕｄｕｊｕ，ｕＱｃｊａ,i，i〈ここがよく釣
れる＞
，Ｎｚｊａｎｕｄｕ，ｊａ，Nka，iga〈どこが痛むの
か＞
(2)ただし，人をあらわす数詞以外には，格助
詞のｎｕ〈の＞が使用される。
hitukaranudutumira，i，Ｎ〈一ぴきが探
せない＞
，，．，，、futata，ｉｎｕｄｕｎｊａ，a，Ｎｆｕｎａｒｌｌｕｌ
〈二束がなくなっている＞
(3)人を示す名詞でも，，ｕＱｔｕ〈弟＞，mju,u，ｉ
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んでいるかどうかは検討を要する。
⑩たとえば，沖繩本島糸満方言では
ｔａ，agagakakura〈誰が書く？＞
のように，係助詞ｇａ<か>の結びには未然
形が用いられる。
⑪日本祖語から奈良朝中央語へ*ｍａ，i→ｍ６
〈も〉（乙類）の変化があったかどうかは不
明。
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